
商品開発の考え方や最新事例を学んだあとに、各チーム

商品開発の考え方を伝授する
竹下製菓の竹下　雅崇さん

１９：４０～　グループワーク①（各社の商品を分解してみよう）

当日に活用したアイデアシート

～商品開発の考え方～

に分かれて、各社の既存商品で「コンセプト」「ターゲ

ット」「利用シーン」等を考える練習を経て、実践的な

・ピンク:企業）を貼って、ブラッシュアップしました。

グループワークを実施しました。それぞれの班では、個

人ワーク後にアイデアをシェアしながら、白熱した商品

開発に関する議論が展開されました。各個人で作成した

「アイデアシート」はボードに貼り付け、付箋（黄:市民

アイデアを共有するみつばや羊羹チームの皆さん

１９：５５～　グループワーク②（「商品のアイデアを考えよう／個人ワーク」「グループでアイデアをシェアしよう／グループワーク」）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２１：００終了

　小城市では、令和元年10月1日に第２回目の「市民と

企業が共創するリビングラボプロジェクト」を開催しま

した。参加者は、合計36名でした。
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　２回目では、アイデアの「“発散”」をキーワードに

新作のタルトを試食する佐賀冷凍食品チームの皆さん ﾃｰﾌﾞﾙﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰと熱く議論する竹下製菓チームの皆さん パンフレットを見ながらアイデアを発散する友桝飲料チームの皆さん

小城市

リビングラボ

プロジェクト

ニ ュ ー ス

１９：００～　ご挨拶・ガイダンス １９：１０～　自己紹介タイム

１９：２５～　インプット（「商品開発の考え方を学ぼう」「国内外の最新事例紹介」）

全体をファシリテーションする
ＦＤＣの片田江　由佳さん

第２回をキッフオフする
NEXCO西日本の濵野 昌志さん これから半年間ともにプロジェクトを進めるチームメイトの仲間にご挨拶

ア イ デ ア 

た ね 

大きく育て！ 
の 

・みそ汁が即席でできるみそ玉 

・たべるミルク 

・歯科医師らが改良した舌でとろけるカステラ 

・お椀でたべるヌードル 

・光るタピオカミルクティー 

・日常でも食べられる非常用レトルト食品 

・朝ごはんを夜に食べる新たなライフスタイル 

 「ブリナー （Breakfast + Dinner = Brinner）」 

練習のお題 
 

★佐賀冷凍食品チーム 

 「佐賀牛レンジＤＥステーキ」 
 
 

★竹下製菓チーム 

 「ブラックモンブランパフェ」 
 
 

★友桝飲料チーム 

 「こどもびいる」 
 
 

★みつばや羊羹チーム 

 「沖縄の黒糖・泡盛等の羊羹」 

 

高級志向の方にお手軽に佐賀牛を♪ 

出来立てﾌﾞﾗｯｸﾓﾝﾌﾞﾗﾝを食べてほしい！ 

「こどもびいる」というネーミング 

と、オリジナルなラベルで、ビー 

ル風清涼飲料という新市場を 

開拓しよう！ 

沖縄の既存産品をフル活用！ 


